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編集｜岐阜県議会広報委員会

今回の主な内容

・ 本会議における一般質問の内容

・ 常任委員会における審査等の内容

・ 特別委員会における調査等の内容

・ 提出された議案等の議決状況

令和５年８月発行

「ぎふの旅フォトコンテスト２０２２」受賞作品

郡上おどり　撮影者：春木悦代

ぎふの旅 フォトスポットサイト



本格的なアフター・コロナにおける今後の海外戦略の展開について

　今後、どのように海外戦略を展開していくのか教えてください。

  知事によるトップセールスを４年ぶりに再開し、「観光・食・モノ」一帯のプロモーションを展開す

るとともに新たな国際交流に取り組みます。

新型コロナウイルス感染症の後遺症患者の把握と対応について

  後遺症の原因やメカニズムには不明な点が多く、治療方法が確立されていない

中、県では、かかりつけ医と岐阜大学の専門外来との連携や、診療可能な医療機

関の公表により、必要な方を適切な医療に繋げられる環境を充実させてきました。

今後、後遺症患者の診療の状況や課題等を調査した上で、さらに取り組むべき事

項がないか検討します。

　後遺症の実態把握と、それを踏まえた県民や医療機関への必要な支援について、

どのようにお考えか教えてください。

パートナーシップ制度の導入について

  県では、多様な性に関する懇話会とワーキンググループを設置し、制度導入自

治体の調査や対象者の範囲、手続き、サービスなどについて議論を行ってきました。

今後は、パートナーシップ制度のもとで、希望される方が必要なサービスを受け

られるよう、市町村や民間事業者と調整を進めた上で、具体的な制度案をまとめ、

パブリックコメントなどを経て、最終的な結論を得たいと考えています。

　本県におけるパートナーシップ制度の導入について、どのようにお考えか教え

てください。

強度行動障がいのある方への

支援について

　県では現在、施設職員等への研修のほか、

国の先進施設へ職員を派遣し、高度な支援

を行う人材の育成を進めています。また、

関市のひまわりの丘では緊急時の短期入所

用の空床を確保するとともに、入院時と退

院後の在宅生活を一体的に支援する体制を

整備しています。今後も多職種による支援

の在り方について検討していきます。

　強度行動障がいのある方への支援の現状

と、今後どのように支援体制を充実させて

いくのか教えてください。

県内における「闇バイト」

対策について

　県警では、サイバーパトロール

を行い、有害な投稿は即時に削除

するとともに、啓発活動や非行防

止教室の開催、関連団体と連携し

ての広報活動を行っています。  

　今後も、各種対策を強化し、若者の犯罪

への関与を防ぐとともに、犯罪グループへ

の人材供給を遮断し、関連犯罪の取締りを

徹底します。

　闇バイト対策の現状と、今後どのように

対策を行っていくのか教えてください。

　「観光誘客」として、海外での旅行博等において、本県のサステイ

ナブル・ツーリズムの魅力を発信するとともに、デジタルマーケティン

グの手法も活用し、各国の嗜好に応じた旅の提案を行います。

　「モノと食」として、グローバル・アンテナ・ショップや飛騨牛海外

推奨店を開拓するとともに、鮎の海外推奨店の認定を進めます。

　「国際交流」として、ハンガリーの高級磁器メーカーと連携し、現

地で美濃焼展示会を開催するとともに、ポーランドのシロンスク県や、

フランスのアルザス欧州自治体と協定を締結し交流を拡大します。 誘客キャンペーン記者会見（台湾）



県立高校の定員割れを受けた教育環境の見直しについて

  新たな学科やコースの設定、中高一貫教育

校の設立を含めて魅力ある県立高校づくり

や、個々の能力を最大限に引き出す教育環境

づくりを「第４次教育ビジョン」の重要テー

マの一つとして位置付け、幅広い意見を募り

議論していきたいと思います。

　また、今年度は、「清流の国ぎふ大学生等

奨学金」の貸与額を拡充するなど、本県での

就業・定着を促進する施策を実施しています。

県内大学の入学者の６割が県外から来ている

ことを踏まえ、引き続き、人材育成や産業連

携に取り組む施設や産学官で組織する協議会

等において、早

い段階から学生

と企業とのつな

がりを深めてい

きます。

　学業を理由に県外流出していることを踏ま

え、今後の取組方針について教えてください。

  「第４次教育ビジョン」の策定に当たって

は、併設型の中高一貫教育校を設置すること

についての意向調査を実施したり、策定委員

による併設型中高一貫教育校の視察などを行

いながら、中高一貫教育を含む、これからの

魅力ある県立高校の在り方について議論を深

めていきます。

　全国的に見て併設型の中高一貫教育校を設

置していない県は少数派ですが、県として第

４次教育ビジョンにおける検討の必要性をど

のように考えていますか。

第８期保健医療計画策定における中濃医療圏の課題認識について

  現在の岐阜県保健医療計画では、中濃圏域

で入院が必要な高リスク妊産婦や小児の重篤

救急患者は、岐阜圏域の病院で受け入れるこ

ととなってます。第８期計画では、この課題

に対応するため、地域の医療関係者と協力し

て中濃圏域内での受入体制を検討します。

　中濃医療圏では三次周産期

医療機関と小児救急医療拠点

病院が未設置ですが、その影

響及び第８期保健医療計画策

定に向けた考えを教えてくだ

さい。

花粉発生源対策に向けた苗木生産

の推進について

  平成２３年度から少花粉スギの

種子の生産を始め、令和６年度に

は年間１５㎏を生産する見込みで

す。本県の主要な樹種であるヒノキも花粉の発生源

であることから、少花粉ヒノキの品種について、東

濃桧としての材質の検証などを踏まえたうえで、種

子供給に取り組んでいきます。

　花粉の少ないスギ、ヒノキの苗

木の生産について、今後の取組を

教えてください。　

県営住宅における保証人

規定の見直しについて

　県営住宅は、住宅セーフティ

ネットの中心的な役割を担ってい

ます。今後は、保証人の確保が困

難であることを理由に入居を断念

する事態が生じないよう、今年

度中を目途に保証人を不要とし

ます。

　県営住宅における入居時の保

証人規定に対する考えをお答え

ください。

　救命救急センターは岐阜県保健医療計画に

基づいて指定されるものであり、第８期計画

策定の議論の中で救急搬送件数や県全体の救

急医療体制を考慮し、中濃圏域の救命救急セ

ンターの扱いについて検討します。

　令和４年１月に美濃加茂市に中部国際医療

センターが開院し、可茂地域における基幹病

院としての役割が期待されるところですが、

中濃医療圏における救命救急センターの追加

指定に向けた考えを教えてください。

  県立高校における新学科や多様なコースの

設置は、生徒の実態や地域、産業界のニーズ

を反映できるものと捉えており、今後も、必

要に応じて検討していきます。また、部活動

は生徒の自主的、自発的な参加により行われ

るものであり、生徒のニーズに応じて、各学

校とともに柔軟に検討を重ねていきます。

　地域の特性に応じた学科やコース、部活動

の新設に対する考えを教えてください。



・

佐藤 武彦 （県政自民クラブ）代表質問

本格的なアフター・コロナに

おける今後の海外戦略の展開

について　
（他４項目）

・

国枝 慎太郎 （県政自民クラブ）

県内における「闇バイト」対

策について

（他３項目）

・

伊藤 正博  （県民クラブ）代表質問

災害現場のリアルタイムな情

報収集について

（他９項目）

・

今井 政嘉 （県政自民クラブ）

強度行動障がいのある方への

支援について

（他１項目）

・

水野 吉近 （岐阜県議会公明党）代表質問

第五期岐阜県地域福祉支援計

画の改定方針について

（他５項目）

・

若井 敦子  （県政自民クラブ）

大規模地震発生に備えた長良

川緊急用河川敷道路の活用に

ついて
（他１項目）

・

野村 美穂  （県民クラブ）

パートナーシップ制度の導入

について

（他３項目）

・

小川 祐輝 （県政自民クラブ）

「森のまちづくり」構想の推進

について

（他１項目）

・

松岡 正人  （県政自民クラブ）

まちづくりのＤＸについて

（他１項目）

・

森 益基  （県政自民クラブ）

スマート林業の進捗と普及に

向けた今後の取組について

（他１項目）

・

長屋 光征 （県政自民クラブ）

新型コロナウイルス感染症の

後遺症患者の把握と対応につ

いて
（他２項目）

・

酒向 薫 （無所属）

病児・病後児保育に対する支

援について

（他１項目）

・

加藤 大博 （県政自民クラブ）

第８期保健医療計画策定にお

ける中濃医療圏の課題認識に

ついて

・

中川 裕子  （日本共産党）代表質問

マイナンバーカードと健康保

険証の一体化と今後の対応に

ついて                           
（他３項目）

・

恩田 佳幸 （県政自民クラブ）

ＳＤＧｓ推進に資するＥＳＧの普

及に向けた取組について

（他２項目）

・

澄川 寿之  （岐阜県議会公明党）

県営住宅における保証人規定

について

（他３項目）

・

平野 祐也  （県政自民クラブ）

県立高校の定員割れを受けた

教育環境の見直しについて

・

伊藤 秀光  （県政自民クラブ）

長良川の鮎資源量１千万尾達

成への取組について

・

所 竜也  （県政自民クラブ）

清流の国岐阜の酒の今後の振

興策について

（他２項目）

６
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６
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６
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＜主な審査事項＞
◆ 令和５年度一般会計補正予算
  【歳入・地方債補正】６億５，４５９万４千円の増額
　 ● 新型コロナウイルス感染症対策関連予算としての国庫支出金　など
◆ 条例・その他案件
　 ● 岐阜県職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を
　　  改正する条例について　など

◆ 視察（令和５年５月２４日）
　  ● （株）関ケ原製作所　　　　　【関ケ原町】

　  ● ＳＳドローンプラザ　　　　 【海津市】

　  ● 笠松町こども館 『かさくら』　【笠松町】

　社員教育や技術訓練施設として「匠道場」を整備した「（株）関ケ原製作所」、

海津市と観光や教育などに関してドローンの活用に取り組む（株）澤田製作所が

運営する「ＳＳドローンプラザ」、 乳幼児とその親から高校生までの子どもの遊び

や学習の場である「笠松町こども館 『かさくら』 」の取組について調査しました。
（株）関ケ原製作所を視察

＜主な審査事項＞
◆ 令和５年度一般会計補正予算
  【歳出補正】１億１，１０８万４千円の増額
　 ● 岐阜メモリアルセンターの非常用発電機の復旧に向け、改修工事を
　　  実施するための経費
◆ 条例・その他案件
　 ● パーソナルコンピュータの取得について

◆ 視察（令和５年６月２日）
　  ● 岐阜県ＤＸ推進コンソーシアム　【大垣市】

　　● （株）かけはし　　　　　　　　 【大垣市】

　　● （株）艶金　　　　　　　　　 　【大垣市】 　

　産学官連携のもと岐阜県内企業のＤＸの推進を目指す「岐阜県ＤＸ推進コンソー

シアム」、 ＱＲコードを活用した事業を行う「（株）かけはし」、ＳＤＧｓやカーボ

ンニュートラル、業務のデジタル化に取り組む「（株）艶金」の取組について調査

しました。　
岐阜県ＤＸ推進コンソーシアムを視察

◆ 視察（令和５年６月６日）
　  ● 岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設「ツナグテ」　【岐阜市】 

　　● 岐阜県美術館　                         【岐阜市】

　　● （株）日本環境管理センター            　【海津市】

　４月にオープンした岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設「ツナグテ」、２０１７年から３

年に一度岐阜県美術館で開催されている全国規模の企画公募展「Ａｒｔ Ａｗａｒｄ

ＩＮ ＴＨＥ ＣＵＢＥ」、 様々なリサイクル事業を行う「（株）日本環境管理センター」

の取組について調査しました。
「ツナグテ」を視察

＜主な審査事項＞
◆ 令和５年度一般会計補正予算
  【歳出補正】８億４，６００万円の増額
　 ● 新型コロナウイルス感染症にかかる医療機関の設備整備の支援、患者を
　　　搬送する消防機関の個人防護具の確保を支援するための経費
◆ 条例・その他案件
　 ● 県の行う中部山岳国立公園施設整備事業に対する市町村の負担金について　など
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＜主な審査事項＞
◆ 令和５年度一般会計補正予算
  【歳出補正】３億２４９万円の減額
　 ● 畜産研究所 養豚・養鶏研究部の再編整備事業における大規模豚舎建設
　　　工事等にかかる設計変更及び工期変更を行うもの

◆ 視察（令和５年５月２６日）
　  ● 時まちづくり活動推進実行委員会　【大垣市】

　　● 有料老人ホームサフィール大垣　　【大垣市】

　　● 農事組合法人桂茶生産組合　　　　【揖斐川町】

　住民自らが参画し、地域農産物を活用した商品開発、移住者支援などを行う「時

まちづくり活動推進実行委員会」、県事業を活用し、梁・桁等の構造材を中心に県

産材を使用し建設された「有料老人ホームサフィール大垣」、 ＡＳＩＡＧＡＰの認

証を受け、安全安心な茶の生産加工を行う「農事組合法人桂茶生産組合」とその

販売拠点の取組について調査しました。
桂茶生産組合を視察

＜主な審査事項＞
◆ 令和５年度一般会計補正予算
  【歳出補正】増減なし
　 ● 工事予定箇所の状況の変化を踏まえた令和５年度の当初予算
　　　にかかる節の更正
◆ 条例・その他案件
　 ● 濃飛３号橋上部工事の請負契約について　など

◆ 視察（令和５年５月２２日）
　  ● 水門川　かわまちづくり　　　【大垣市】 

　　● 東海環状自動車道　海津ＰＡ　【海津市】

　　● 新濃尾大橋　　　　　　　　　【羽島市・一宮市】

　　● 鳥羽川河川改修事業　　　　　【山県市】

　　● 長良糸貫線　　　　　　　　　【岐阜市】

　水都大垣の新たな魅力を発信する水門川のかわまちづくりや東海環状自動車道

及び周辺道路の整備など、道路、橋梁、河川などの現状と課題について調査しま

した。
水門川 かわまちづくりを視察

◆ 視察（令和５年５月２９日）
　  ● 北方町立北学園　　　　　　【北方町】

　　● 岐阜県立岐阜農林高等学校　【北方町】

　　● 岐阜県警察学校　　　　　　【関市】

　４月に義務教育学校に再編された北方町立北学園の取組や、理数教育フラッグシッ

プハイスクールに指定されている岐阜農林高等学校の人材育成、県民の安全・安心

を守る警察官の養成・教育を担う警察学校の現状と課題について調査しました。
岐阜農林高等学校を視察

＜主な審査事項＞
◆ 条例・その他案件
　 ● 岐阜県警察関係手数料徴収条例の一部を改正する条例について　など
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◆ 「子どもを産み育てやすい地域づくり」について、参考人から説明を受け、質疑を行いました。

【参考人】アース・クリエイト有限会社　代表取締役社長　岩田　良　氏

　女性従業員の声により制度化されたものはあるか。

　「フレックスタイム制」、「短時間勤務制」は、いずれも女性従業

員の声により制度化されたものである。

県
民
の
安
全
・
安
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◆ 「子どもの居場所づくり」に求められるものについて、参考人から説明を受け、質疑を行いました。

【参考人】一般社団法人　ぎふ学習支援ネットワーク　代表理事　南出　吉祥　氏 

　子どもの支援については人材育成がひとつの課題だと思うが、行

政がその研修を担うことについては、どう思われるか。

　研修そのものの時間だけでなく、支援活動後の振り返りの中で学ぶ

ことが多い。そこを可視化し、制度化していくことが大事ではないか

と感じる。研修をたくさん行っただけでは解決しない部分が多くある。
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◆ 「スタートアップエコシステム構築に向けた岐阜大学の取組」及び「航空機事業の技術を活用
　した新規開発プロジェクト」について、それぞれ参考人から説明を受け、質疑を行いました。

【参考人】国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学　准教授　上原 雅行　氏

　　　　 岩戸工業株式会社　代表取締役　井納 毅　氏

１．起業家や経営者を目指すため、どのような学校教育が必要か。

２．新規開発プロジェクト（キャンピングトレーラー事業）の事業展望は。

１．起業家等との接点を持ち、就職以外の選択肢があることを認識さ

　　せた上で、自ら課題を見つけ、解決方法を考えるトレーニングが

　　必要である。

２．航空機事業と比較して市場規模は小さいが、自社の営業で仕事を

　　増やせる部門であると見込んでいる。
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◆ 「流域治水」について参考人から説明を受け、質疑を行いました。

【参考人】国土交通省　中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　副所長　原　幹彦 氏 

　気候変動を加味して治水計画の見直しをしていくとの説明であっ

たが、見直し状況を教えていただきたい。 

　気候変動を踏まえた治水計画の見直しは全国的に順番に行っている

ところであり、木曽川水系については今後見直しをする予定である。

木曽川水系は範囲も広いため丁寧に検討を進めている状況である。

　岐阜県議会広報委員会では、県議会の活動状況を、広く県民の皆様にお知らせするため、

　『岐阜県議会だより』の企画、編集及び発行を行っています。

　昨年に引き続き、下記メンバーで取り組んでいきます。

　 （委員長）　　長屋 光征　 （副委員長）　　恩田 佳幸

　 （委　員）　　野村 美穂　　澄川 寿之　　中川 裕子　　今井 政嘉　　平野 祐也　

岐阜県議会広報委員会について



警察への相談・要望・意見等

本定例会において提出された議案等の議決状況

● 緊急事態に関する国会審議を求める意見書

● 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

● 木曽川水系連絡導水路事業の推進を求める意見書

● 濃飛横断自動車道事業の早期全線整備を求める意見書

● 令和５年度岐阜県一般会計補正予算

　【補正額】約６億５,４５９万４千円　　（累計額）約８,９７２億５,０７７万４千円

● 岐阜県高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために特定道路等が

   満たすべき基準を定める条例の一部を改正する条例について

● インボイス制度の実施中止と、消費税率の５％への引下げを求める意見書を

　 政府に送付することを求める請願

（ほか ４件）

（ほか ５件）

（ほか ２件）

４件

１件

５件

６件

１件

３件

● 県の行う中部山岳国立公園施設整備事業に対する市町村の負担金について

● 森林環境譲与税の譲与基準の見直しに関する請願

次回定例会は、９月中旬に開会の予定です。日程が決まり次第、ホームページでお知らせします。

３４人

５人

２人

１人

４人

４６人

（４６人）

（Ｒ５．７．６現在）

※ 本紙の点字版・音声版も作成してい

　 ます。

※ 県内の公立図書館等で閲覧すること

　 ができます。

●「岐阜県議会だより」は、自治体広報紙配信アプリ

　「マチイロ」でもご覧いただけます。（無料）

４
年
ぶ
り
！ 第３４回

岐阜県農業フェスティバル

令和５年１０月２８日（土）

　　　　　　　　２９日（日）　

県庁２０階清流ロビーも開放します！

岐阜県庁周辺で開催

ます！

 専　用

ダイヤル
「♯９１１０」

（２４時間受付）

電話を掛けた地域を管轄す

る警察本部の相談窓口につ

ながる全国共通の電話番号

です。


